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住み慣れた地域で、

施設のご利用者とご家族が、そして多くの人が

幸せを感じられる空間を創造します。

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長

平
賀

博

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
素
は
皆
様
に
格
別
な
ご
支
援
ご

高
配
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ご
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
よ
り
四
国
八
十
八
カ
所
巡
り
を
し
て
お
り

ま
す
。
き
つ
い
階
段
や
坂
道
が
あ
り
ま
す
が
、
お
参
り
を
す
る
と
心
清
め
ら
れ
、

自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
だ
巡
礼
の
途
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
大
願
成
就
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
社
会
福
祉
法
人
は
今
、
大
き
な
局
面
を
迎
え
、
「社
会
福
祉
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」で
は
社
会
福
祉
法
人
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
他
の
事
業
主
体
で
は
対
応
で
き
な
い
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
充
足
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
、
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
活
動
を
実

施
す
る
等
、
法
人
と
し
て
の
使
命
と
責
務
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
法
人
に
於
き
ま
し
て
も
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
地
域

の
方
々
の
要
望
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
た
法
人
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

吉
祥
は
、
今
年
開
設
十
五
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、
短
期
入
所
生
活
介
護

（シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）を
立
ち
上
げ
、
多
く
の
皆
様
の
ご
援
助
を
賜
り
な
が
ら
、
一

歩
一
歩
前
進
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
・関
係
者
の
ご
理
解
ご
支

援
の
賜
物
と
感
謝
致
し
ま
す
。

本
年
も
職
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
ご
利
用
者
・ご
家
族
・地
域
の
皆
様
に
喜
ば

れ
ご
満
足
頂
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
二
十
九
年

元
旦



　　

 

安全な在宅生活を送るためには、安全に過ごせるような環境を整えることが大切です。予測される

事故を未然に防ぐことができるよう、家庭内の事故対策について確認してみましょう。

（事故対策・身体拘束廃止・防災委員会 委員長 平賀 悦子）

安全な在宅生活を送るために

1.家庭内でよく起きる事故
①転倒・転落…ベットから落ちたり、転んだりする

②誤嚥・誤飲…うまく飲み込めずにむせる

③窒息…食べ物などが喉に詰まる

④異食…食べ物以外のものを食べる

⑤徘徊…何かをさがし歩く、家に帰って来られない

⑥火の不始末…火を使用したまま忘れる（ガス漏れ）

2.上記における対策

①転倒・転落

・ベッドの位置や高さ、配置に注意する

・廊下やトイレ、浴室に手すりをつける

・転落防止のマットを敷く

・滑りやすい階段などには滑り止めをつける

・段差をなくし、廊下や階段を明るくするなど照明に気を付ける

・敷物などの端はきちんと止めておく

・床に落ちているものはすぐに片づける

・歩いてるときは、後ろから声をかけない。また、十分に行動を見守り適切に援助する

②誤嚥・誤飲

窒息・異食

・危険なものは目に触れない所に片づけ、食べ物に似たものや口に入れやすいものを片づける

・介護者がいる場所から台所が見渡せるようにする

・食事の形状や固さ、温度などに気をつけ、食卓の上には食べ物以外のものは置かないようにする

・食事は、目覚めているときにゆっくり行う

・異食があった場合、慌てたり騒いだりすると飲み込んでしまうので注意する

(※もし口に入れてしまったら、何を食べたのか確認し、異食であれば指を入れて取り出し、

好きな食べ物と交換してもらう)

③徘徊（記憶障害や混乱によるトラブル）

・衣服の目立たないところに連絡先を書いておき、ドアベル、徘徊探知機などを設置する

・近隣の方々に連絡して頂けるよう良い関係を作る

・記憶に残っている家具や写真を身の回りに置く

・生活のリズムを作る（通所サービスの利用）

・家族の貴重品は認知症のある人の手の届かない所に保管する

④火の不始末
・使わない時は台所のガス台の元栓は閉めておき、ライターなど発火するものは、目につかない

場所に保管する

・台所で使った鍋や包丁を出したままでおくと、危険なものや火などを使う動機にもなるので、

片づける

・安全な冷暖房設備を使う

（社団法人全国老人保健施設協会による認知症高齢者の安全な在宅生活のためにより抜粋）

本
年
も
職
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
ご
利
用
者
・ご
家
族
・地
域
の
皆
様
に
喜
ば

スロープがあれ

ば、安心だわ。



●ショート
古雑誌を使用してクリスマスツリーを制作しました。利用

者様には大小さまざまな雑誌を指先を使って折っていた

だいたり、1人では難しい方は2人で協力し助け合いなが

ら折られています。また折る事が苦手な利用者様にはス

プレーで色付けしたツリーに飾り付けをしていただくこと

で素敵なクリスマスツリーができました。皆様完成したク

リスマスツリーを見て「折った

雑誌がこんなにきれいにな

るんや」と喜ばれていました。

今後も様々なレクリエーシ

ョンを考え利用者様と一緒

に取り組んでいきたいと思

います。（Y.W）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
よ
り

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
随
時
施
設

見
学
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
予
防
介
護
の
方
や
、
65
歳

以
上
の
元
気
な
方
も
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
「生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
」も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
ま
せ
。

【お
問
い
合
わ
せ
先
】

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
吉
祥

０
８
７
（８
４
３) 

５
１
９
１

担
当

平
賀

●特定
毎朝、ご利用者の

皆様に温かく殺菌され

た蒸しタオルで顔を拭

いていただきたく、ホッ

トキャビネットを購入し

ました。朝のこの気持

ちの良い習慣を大切に

したいです。

また、洗濯したタオル

をご利用者様にお願いし、畳んでいただくことになりま

した。「今日はまだ乾かないの？早く持ってきて」と職

員に言われるくらい皆さんは手際よく畳んでくださり、

我々もとても助かっています。ご利用者様も役割を担

っていただくことで生活にメリハリを感じ充実した日常

をすごしていただけるのではないかと期待しておりま

す。（T.S）

個別機能訓練
●秋の遠足

去る11月、秋晴れの日にデイサービスでは栗林公園へ

遠足に行きました。折よく菊花展も開催されており、目に

染みる様な松林の緑と、赤や黄色等の菊花の美しさに皆

様歓声をあげておられました。園内は、砂利道でしたが、

日頃の歩行訓練の成果もあり、怪我なく楽しむことができ

ました。外気を吸い美しい景色を見ながら昔話に花が咲

きリフレッシュできたご様子でした。

●11月壁画作り「赤富士」

今回の壁画作りでは、手指訓練として和紙や折

り紙を細かくちぎり貼っていただいたり、着なくなっ

た服の柄を選びながらハサミで切ったりしました。

またスポンジにのりで貼った厚紙を布でくるみ木々

をかたどったり、赤富士は薄い布を彩りよく配置し

て仕上げました。指の力が弱くなった利用者様もで

きるところは自分で仕上げ

たいと意欲的で全体の配

置を考えたり、仕上がった

ときは感嘆の声が出るほ

ど雄大な赤富士に『縁起

がいいんだよ～』と喜ば

れていました。

【営業時間】

月～土曜日 8：30～17：30
【ご連絡先】

ＴＥＬ 087-818-1207

まずは、下記までご相談ください。

ある日の訪問より 【質問】

娘：介護保険には福祉

用具を借りたり、通い

や泊、自宅に訪問して

もらう以外のサービス

もあるんですか？
【回答】

ケアマネ：入浴・排泄用具が1割

（2割）で購入できたり、住宅改

修費が20万円支給（1～2割の自

己負担あり）されるサービスも

あります。どちらも事前申請が

必要なので購入・改修前にケア

マネにご相談ください。

外の空気は美味しいね～

みんなでいく遠足は楽しいなぁ♪



特定施設入居者生活介護

シ ョ ー ト ス テ イ

ケ ア ハ ウ ス TEL 087-841-8100  FAX  087-841-8171 

〒761-0104　高 松 市 高 松 町 897 番 地 9 

デ イ サ ー ビ ス

居 宅 介 護 支 援 事 業 所

TEL 087-841-8100  FAX  087-841-8171 

TEL 087-841-8103  FAX  087-841-8171 

TEL 087-843-5191  FAX  087-841-8171 

TEL 087-818-1207  FAX  087-841-8171 

います。（ ）

吉祥では、各階ロビーにご意見箱を設置しています。平成28年9月～12月までの苦情の申し立ては、1件ありました。この

件に関しまして原因を調べ、対策を講じ、ご理解いただくことができました。貴重なご意見ありがとうございました。今後とも

皆様の率直なご意見ご要望をお待ちしております。そしてよりよいサービスを提供できるよう取り組んでまいります。

ご意見をお寄せください

新年あけましておめでとうございます。

2017年がいよいよスタートしました。皆様それぞれ新年の抱負を抱い

て過ごされているかと思います。

今年も皆様と日々色々な活動を行い、ご利用者様、ご家族様、そして

地域の皆様が吉祥で楽しんでいただけるよう職員一丸となって努力して

まいりますので、ご支援ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

（E.H）

社会福祉法人 吉祥

編集後記 地域のためにできることを、多くの人たちのために

デイサービスセンター吉祥
ディサービス【定員：1日25名】自宅から通いながら、入浴・食事・各種介護・リハビリテー

ション・レクリエーション等のサービスが受けられます。

特定施設入居者生活介護

吉 祥

ケ ア ハ ウ ス 吉 祥

特定施設入居者生活介護【定員：48名】要介護認定を受けた方が、入浴・排泄・食事

等の日常生活上の世話を受けたり、リハビリテーション等を行う入居施設です。24時

間、365日切れ間のないサービスです。

ケアハウス【定員：48名】60歳以上の方で、在宅で暮らすには不安があるが、軽い身の

まわりのことは自分でできる人が対象の入居施設です。

シ ョ ー ト ス テ イ吉祥
ショートステイ【定員：25名】在宅で介護を受けている方が、一時的に施設に入所して日

常生活上の世話を受けるサービスで、介護者の負担を軽減する役割もあります。

サービス事業所の概要

指定居宅介護支援事業所吉祥

要介護者（要支援者）を対象に、家族からの依頼を受け、本人や家族の相談、支援を行い

関係機関と連携を取りながら利用者個人に合った介護サービス計画を作成します。

お知らせと

お願い

咳エチケットを守ろう!!

政府広報オンラインより抜粋

今季、香川県は例年より早くインフルエン

ザや感染症胃腸炎の流行期に入っており、

保健所などが予防対策を呼びかけています。

対策の基本は予防接種やマスクの着用、う

がい、手洗いです。ウイルスは感染までに20

分ほどかかり、乾燥したところで長く生きると

いうことです。乾燥しやすいこの季節、湿度

管理と水分補給で喉の乾燥も防ぐ必要があ

ります。当施設では感染防止の

為、例年流行期には面

会の制限をし、また風邪

症状のある方の面会を

お断りしております。ご

迷惑をおかけいたしま

すが、感染症に対する

抵抗力の弱いご利用者様

の健康を守るためにご協

力をお願いいたします。

来所されましたら、

必ず受付で「面会

カード」にご記入を

お願いいたします。

他の人にうつさないためにマスクを

着用する

マスクがない場合はティッシュなど

で鼻や口を覆う

くしゃみや咳の飛沫は、1～2ｍ飛ぶ

と言われています。

他の人から顔をそらしましょう。

使ったティッシュはすぐに捨てま

しょう。

手についたウィルスや細菌を周囲の物

に付着させないためにもこまめに手を

洗いましょう。


